
5 9.木材価格の予測

1.試験担当者

本場鮮営部経済研究室 行武 潔ほか

2•試験目的

太研究は林薛翎©格の短期予渊をおこない,当而の施策決定の際のオがとすることを目的とし 

ている〇

この｝0陝は,林産物価格形成の理稔ならぴに計弗:的研究と密接な関係をもっているが,より端 

的に計笊鮮済学の手法をもって木林価格の予測をおこなおうとするものである。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

昨年度は短ftPの木材価格予舟モデルとして

Po = f ( B| B2 F ).................①

但しB】:木造球築滞工而#t B2 :非木澄建築漪工面積 f ：外材輸入疏

P〇 :木材同製品却売価格指敖

を採用した。このモデルは,木材全般を対坂とした木材価路指致を岸いたが裕要,供給および 

価格間の関係をより鮮明忙するため,磴築用材の中心であるスギ小丸太,ヒノキ中丸太と米ヒ 

ノキと代簪関係Kよるといわれる木皆ヒノキ丸太について,①式を採用して価恪予強％行なっ 

た〇なおタイムラブタは5ヶ月とし,F】はスギ小丸太の場合米ツガ輸入歸,ヒノキ中丸太, 

木曾ヒノキ輸入餐•である。

その結果,ヒノキ中丸太,木純ヒノキにあってはB2の符号条件がかなりの有意性をもって負 

となっており.スギの場合・よりも木材の代榕財の進出びより明確であることが溜められた。

(針測結果)

① スギ小丸太 R = 4 9.2 4 2 4 + 0,61 82B[_；j + 0,027 0B2_5 - 0,1 044H -B

(0.1172) (0.0607 ) (00226)

r = 〇_7 3 1 6

@ ヒノキ中丸太当=-38.7551 + 1.91560,-5 - 0.4004B2_, -aO887C_5

(0.1856) (0.0 812) (0.1069)

R=0.8067

-72-

③木後ヒノキ丸太P3 =-75.57 9 5 + 2.455 90,-5-0.6645B2-3

(0.1527 ) (0.07 52)

B= 0.8717

(注)()内(墉準誤差,Rは相関係数,木貧ヒノキの場合 米ヒノキは標华眼差大 

のため案酷してある。

4.昭和4 5年度の試験計画

これ・でのモデルの利f贋を更にのるため•価格を規定する需要,供給両面の因子な,もっと 

考威すること〇 —股爵済の変動を除去するものとして,景気套動指数の検討を行なうこと。ヒノ 

キ中丸太,木何ヒノキ丸太にあっては,米拾翰入场に加えて,在庫龙の影柵を考慮することが必 

愛であろう。

なお,切在主に用いる用.一方程式モデルは,林絶策」:の有効な参考資科としては不充分S 

る。例えば木材価格の方向を,外材輸入最の増減といった政策的な変化を導入することにより, 

よりよい方向に誘導するといった政策的予測を可能にするには,今開発中の逐次モデル・同時連 

立方程式•モデルKよらねばなられい〇そのためには,木材の市埸構!®の卖頰を更に都細に把握し» 

林な會料作成と,より明踰c流れ図を作成することが必那1であこれらの償朝解決のため, 

前回に引続き,柬北,北陸,中部•中国姫方などの地域を绑吝する。
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